
116 エ 慕 火 茄 払 会 te 節 1Ll巻 節 2 カケ

肺も通牒の椙迩性をすけ る捌 TFtitであると考え.そ 8) a;トロ?'Vコールゲ'-(-V/Ly4タo')に放ては,yん

の甚兼的粒子丑を求めてみた.叩C4/qiy ･̂につい 台村鄭0,.･'に於いても整正な光肋は期し付な い ｡

て26×10-8g.その内の硝相似総説畝は39x1011 文 仰

木であろ. (1) 6･JFI/,Zi 火悠ui3228(稲27)

6) N/Ci創生のb･4る場合について行 とは上gFL.の和地 (2) 抜非穴lLT 火Eは Ii297(粥26)

の托現の正和 脚 位丘はむを77-'すが,蚊投薬の本数 (3) 平非四大 11北 73_ 65(昭27)

は殆ど一致する｡従って珊 生的性質をJJlナ蝦木的囚 (4) 金丸成 布礎材料学 p389(生滴相

子は粉状軌 こ対するyルの丑でなく,そのy･,内の (5) Ⅵ Herscbel.undR BulklelIKo''ヱ39

校棚議の数が刑Hlであろ7Ifを椎う2した. 291(1926)

7) 〟 ,合有丑が洪少すれば,iWb歴は把下 し.粘蟹 (6) I lミ Sc｡u,T,anSIn.IRub lnstヱ ｡ゝ

は上列し,又降伏低の狩生が止られる｡ 2(ユ931)

MS段発電気雷管の秒時精度に就て

(F.抑28年 6月20El糞塊)

木 下 四 郎 ･石 川 王E 治

(日本北汚株式金it折化仲裁節)

要 E'

入tS貝焚Ta式部でによろ発破のF奈に逃場 l)を鼓すろ

ことがあれはその発破は火LttにおろB軌 I)にJ:I)秩

砲 となった腿宅の多血 のェネルギーは岩石JL/取辞する

ことに使われ-TTに吹きLiIナので'ie生皮の卸からもr'qZfL

である.即ちもISに放ては発破執Zfi並びに特に総 皮

のEA)から入ISの砂時括虻とい うことをEIllKEzとLlj:け九

はならない｡

}tSの精度JL{盗ずる町に如何なる故地をT和EEzとすべ

きかということを枚射 した放射段払いの施串JLr･以て比

較することが鮫 も契喋的であることが色事ったeそこで

現在我国でTfl配されていろAISが如何なる較正のlilを

元すかを91校泣よl)計装 して比較 したのが末識illでこ

れによL)班柾迄遜旅であった構腔の開祖の考え方が明

揃iとなった｡

粁 度 の 理 絵

MSの捗時頼控にTNしては在朝:各杜とも一誌:'の拡嘩

砂鴫なるものを究めておL)lJ2品の抄 寺は成可くこれと

一致するように設計82作 していろ｡併し乍ら各怨品が

紐てこの迎 1g砂時 と全くF;II;砂岬を示すようにするこ

とは不可億であI)EaS!品の秒特は誠碓砂時 と多少鈍る

のが契偶である｡勿払その砂時はこのようにノ､?yク

けれども全(山地にな値をとろ訳ではなく成る一元:の

36

砂時を小心として分布すらものであL)その分相型は好

散の抜果正搬分布であることが解った｡

良く知られてJi?ろanI)TF:脱分邦は平均Id(X)掛 P偏

差(q)の2つの姫がTf三iLは分布由歌の型h'定まるも

のであるo

それでユISの拶 与の梼姓を漁ずる場合も柳 手のtW _

伯丑なるもので此較すればよい様にも思われろ｡併し

乍ら部 将努の大小によE)ハチッキの大小が急せられ

るのは2ドだlrhが似ているものを比較 ～る朝食の花であ

,)'1､上】虻が5'iるもの7'f比較する場合は脚 艦 を比較

しても馳 ;無い｡例A.ば A,B,という2超のユlSの

砂柏をiE挺 する機令に各々何太かの共和の粥 を測定

しその馴 腿 がいずれも5msとEllたとする｡この機

合に A.B共に大仙同L:位の1均毛好手のものであれば

A,llJt･に埴時捗時の捕肢は 大lィ､用 L:と王.Lるけれど

ち,もし平均抄時h'LBW Aは 10zus位のものであI)a

は100ms位のものであるならはとうしてもBの万が構

経が良いと云わざろtr･iUない｡

此Lrtを餌決するためにぼ珊低空を平均IDで拝 した

払 即ちCOV (Coe恥 LentOrVarzatLOn)と称す

る判 立の熟 ､敷位が考えられたO入TSのT,mL'ySr)i'る
場合 も各段の砂場のハチッキよL)計証 したtS準吸出を

杏,RRの平均砂時で険しC0V を計井 しその環の障ZBl

と考えろ方法 も行われろ｡成性これは捉かに措艶を考

えろFSIの和軌な尺蟹であるけiLともこれは数学的の粗



.Tlらa 舞 厄 東 町 17 の 珍 rr捕 LZ に itて

幹からJt比 と号うだけでgl茶の五味 とlLちと串経で

cOV がとか位の位でもiLは良いのかはっきりして

いたい｡特に遊脚 をAにすろEIの金武の罰点を放

校すろよう1=吐合にCO ■ヽを比較して果して8F劣が

事捜 しうちかどうか脚 であった｡この魚を研究の粘

凍元来〉lSのhき.q岸に放て畢求せられることは正江

いな/生せねことであb捕虻LU とはt2iEいJ_,出でろ低

率が僅めて小とい うことに外f=らない｡その為にtitE

いの瑞やな折井すればこのbIの大小によt)fG汝の比較

が熊も令叩的にTfわれろ啓であら｡こ点に於目して段

狂いの砲叩き斬31ナろZIJ法を考えた｡そのJj班は次の

粒l)であろ｡

今-▲技Ilの捗時/''平均 '̂.脚一蹴 q■でもl),一･+I

EZnの砂坤h;TL句 X,+.珊 例 語 q-+lであちと十

ろ｡

''tZlIにJLナろ1イタをL.,A+1三三日にnす ろデ

イタを J.+l,とするとE2tEいとは .'>r'-+tとILろも

のカ.生1ろことてあろ｡ この沌甲をr,究めろためyIJ=A

-1.十.1=ろ虹の分雅を考えると推計学の法抑 こよ り

1J三甲と】r一･Y.一･r叫.伽 髄 V諒T･･三†.の分

布 こ従う｡それでJ.> .叫Jとい うことは軍すらに

対>0とい うことである｡それICy>9となる良中を求

めればJlt.がこれは分布由鼓を0からcoまで拭介した

ものでありこれはこの分満点丑を滋†即ヒして

･-3 .A.'霊 :;_lL

T=ろLに於-Iy-0上した申分のtの班JoよI)叫 こIji

る二での正親分裾の呆軌空に外1=ち~rこれは丑非に上

り求められる.以上によl)t2tEt･の托牢を計許したy:

例を･･次に′六十｡

fI虎の美慧EL及び計井例

北岡に放て鋭iE岨MJ'ejしていろユIS設55TE;朝田肝に

祉て拶時の沸TE'_,行 いこれよt)干上Fg･楓 t:咋他出.
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cov .タ(.)(日掛 ･の桔申)等を計井すると3之1の

如くなち｡従来の如く英銭とC･OV lさけ1_,比拝した

砂合はA,u,共に玲tr並が焦し切;皮狂いの挿p-/LLち

とJiL=て朗らかなろカIくLiの方が琵狂いの格和 '･小で

実際にu州する租合に)ミい成鼓f_,京ナことが解る｡そ

して^のものはE2LEいの積中が15,.∠にもZiJ'ものカ'･あ

った｡IJのものはJl狂いの積群は1,.･'以下でもろ｡C
はtZ掛 ･の社中は槌めて小さい.漁 A.Bは共に塀火

挽式CはL(【功式であった｡

紀 括

J ユiSn充電式†〇倍の伴EEEは艮狂いの砧中を7f31ナ
ろとその駁翁が41.86とすることを種めた｡

2 現出で77砥 されていろ)lS段売電3R℡¶の佼tEい

の托叫托計3TT-ろと泡箱は1%以下である｡指し我

々のR(湖したもののl小には∫!-̂15,'=の もの ももつ

3.外LJE文鉄｡にあらわれた〉lSa変書見田官のREE

いの托羊は1/1.■特には '/Jeより大であり在って平

民のIIⅦ8.と大同小異の雌 らしい｡

文 餅

(i) li G ド▲与b Collier)'Gzlrdlm 181.339-

313(1952)
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